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出かけよう!

梅雨が明け、子どもたちも夏休みに入るとい
よいよ夏本番。
この夏も市内ではたくさんのイベントや伝統
行事が行われ、街は活気にあふれます。
合併を機に、各地域のお祭りや施設を回る、
そんな楽しみ方も生まれたのではないでしょ
うか。
「観る」「作る」「触れる」「参加する」。
魅力いっぱいの「横手の夏」。すてきな夏の
思い出づくりに、さあ、出かけましょう！

梅雨が明け、子どもたちも夏休みに入るとい
よいよ夏本番。
この夏も市内ではたくさんのイベントや伝統
行事が行われ、街は活気にあふれます。
合併を機に、各地域のお祭りや施設を回る、
そんな楽しみ方も生まれたのではないでしょ
うか。
「観る」「作る」「触れる」「参加する」。
魅力いっぱいの「横手の夏」。すてきな夏の
思い出づくりに、さあ、出かけましょう！

「横手の夏」で
 　 思い出づくり
「横手の夏」で
 　 思い出づくり

【主な内容】
■よこての全国線香花火大会（横手）
■猩々まつり（十文字）
■サマーフェスティバル（大雄）
■昆虫展（横手）
■たらいこぎ祭り（増田）
■まんが美術館夏の企画展（増田）
■送り盆まつり（横手）
■盆おどり大会（増田）

【主な内容】
■よこての全国線香花火大会（横手）
■猩々まつり（十文字）
■サマーフェスティバル（大雄）
■昆虫展（横手）
■たらいこぎ祭り（増田）
■まんが美術館夏の企画展（増田）
■送り盆まつり（横手）
■盆おどり大会（増田）

しょうしょうしょう じょうじょうじょう



◆問合せ
　社団法人　横手市観光協会
　　0182-33-7111
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◆期日　７月29日（土）
◆時間　午後４時～
◆会場　大雄運動公園周辺（ゆとり
　　　　おん大雄向かい）
　　　　※雨天の場合＝大雄農業者
　　　　　トレーニングセンター
◆午後５時から、カブト虫のプレゼン
　トがあります。お楽しみに！

全国の花火師が自信を持って製作
した純国産手作り線香花火の、は
かなくも優雅な情緒あふれるひと
ときを、心ゆくまでお楽しみいた
だけます。日本古来の伝統文化に
懐かしさを求めて、またお子さん
の夏休みの思い出作りに、ご家族
そろってお出かけください。

十文字町発祥の由来である「猩々
の道標」（十文字駅前交差点）を語
り継いできたお祭りです。祭りに
合わせて行われる「猩々音頭」で
は踊り手の輪が沿道を埋め尽くし
ます。子どもから大人まで、楽し
めるイベントが満載。ぜひお出で
ください。

大雄運動公園周辺を会場に「2006
大雄サマーフェスティバル」が開
催されます。ステージでは歌謡シ
ョーをメインに、各種イベントが
行われ、屋台村では美味しいもの
が盛りだくさん。大雄地域特産の
ホップを原料とする冷えたビール
を片手に、夜空を彩る花火をご覧
いただけます。さらには、子ども
たちへカブト虫のプレゼントや、
熱気球の試乗体験など、楽しさ満
載。皆さんのご来場をお待ちして
います。

◆期日　７月22日（土）
◆場所　横手川蛇の崎川原、四日町、
　　　　田中町
◆日程
　17:00～　受付開始（予定）　　　　
　18:30～　残月（落下傘花火）打上げ
　18:45～　開会式
　19:00～　おもちゃ花火の遊び方教
　　　　　 室、諸注意、線香花火の
　　　　　 紹介
　19:30～　みんなで線香花火大会
　　　　　 線香長持ち大会
　　　　　 浴衣美人・浴衣親子によ
　　　　　 る撮影会
　20:20～　大会提供花火打上

◆期間　７月29日（土）・30日（日）
◆時間　午前９時～午後４時
　　　　（30日は午後３時まで）
◆場所　かまくら館

◆期日　７月22日（土）
◆場所　十文字町本町・通町商店街
◆日程
　15:00～　クロスワードタウンイベ
　　　　　 ント
　17:20～　よさこい踊り（城南高校
　　　　　 同好会）
　19:10～  猩々おどり
　21:00～　大抽選会
　21:20～  めんイベント（ラーメン
　　　　　 のめんまき）

【お楽しみイベント】
◆カブト虫プレゼント
　29日、30日の両日、午後２時30分
からカブトムシをプレゼントします。
※数に限りがありますので希望者多
　数の場合は抽選になります。
◆昆虫相撲
　30日（日）午前1１時スタート
　大会会場：かまくら館5階

このほか、標本コーナー・昆虫見学
コーナー・昆虫クイズコーナーなど
もある昆虫づくしの２日間です。

第３回よこての
全国線香花火大会

2006大雄サマー
フェスティバル

第28回猩々祭り
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◆問合せ
　横手地域局産業振興課商工観
　光担当　0182-33-7111

◆問合せ　十文字町観光協会　
　　0182-42-2422

◆問合せ
　大雄サマーフェスティバル実
　行委員会（大雄地域局産業振
　興課内）　0182-52-3913

Yokote

Yokote
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Jumonji

Taiyu

Masuda

子どもたちに大人気
の「昆虫展」

7
29

しょうじょう
さまざまな種類の昆虫や水中生
物の展示をします。期間中、カ
ブト虫のプレゼントや昆虫相撲
大会など、昆虫づくしの楽しい
イベントを用意して、ご来館を
お待ちしています。

第20回記念大会
たらいこぎ祭り

◆日時　８月16日（水）
　　　　午前９時スタート（雨天決行）
　　　　※当日受付開始は午前７時30

　　　　　分から
◆競技種目
　㈰たらいこぎ個人部門
　　午前９時００分スタート
　㈪たらいこぎ子供部門
　　午前10時30分スタート
　㈫たらいこぎ団体部門
　　正午スタート
　㈬第３回たらいこぎ世界選手権大会
　　たらいこぎ子供部門終了後（11時
　　前後予定）
　※各部門とも保険料等の参加費がか
　　かります。
　※各部門とも第３位まで賞品があり
　　ます。

8
16

◆問合せ
　たらいこぎ実行委員会（増田
　十文字商工会内）
　　0182-45-3003

増田名物「たらいこぎ競争」。
町おこしイベントとして始まっ
た夏のたらいこぎも今年で20回
目を迎えました。大人の部や子
どもの部、たらいこぎ世界選手
権など内容盛りだくさん。たら
いこぎに参加して、増田の熱い
夏を体験してみよう！

出
か
け
よ
う
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増田まんが美術館では、横手市誕生を記
念して横手市出身漫画家を中心とした秋
田県出身漫画家５人の原画等を展示する
特別企画展を開催します。「釣りキチ三
平」の矢口高雄氏、「銀牙～流れ星銀～」
の高橋よしひろ氏、「味いちもんめ」の倉
田よしみ氏、「おせん」のきくち正太氏、
「同じ月を見ている」の土田世紀氏など、
秋田県は著名な漫画家を数多く輩出して
います。この５氏の原画が一堂に集まる
またとない機会です。作品の随所に身近
な風景や秋田を感じさせる描写がちりば
められています。夏休み、ご家族連れで
ぜひ増田まんが美術館にご来館ください。

◆期　　間　７月22日（土）～９月10日（日）
◆漫画家名　矢口高雄（増田町）、高橋よしひろ
　　　　　　（東成瀬村）、倉田よしみ（秋田市）、
　　　　　　きくち正太（大森町）、土田世紀
　　　　　　（大森町）
　　　　　　※敬称略、（　）は出身地
◆開館時間　午前９時30分～午後５時（閉館　
　　　　　　30分前までにご入館ください）
◆休 館 日　毎週月曜日　ただし８月７日・14
　　　　　　日・21日は開館します
◆入 場 料　大学生・一般　500円
　　　　　　小学生・中学生・高校生　300円
◆サイン会　
　【矢口高雄氏】８月５日（土）午後２時～
　　　　　　　　　６日（日）午前11時～
　【高橋よしひろ氏、倉田よしみ氏、きくち正
　 太氏】　　 ８月19日（土）午後２時～
　　　　　　　　　20日（日）午前11時～　
※時間は変更になる場合がありますので事前
　にご確認ください。
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横手やきそばのイメージを、「横手やきそ
ばＲＯＣＫ」の曲をバックに花火で表現し
ます。ぜひお楽しみに！

■打 上 日　８月16日（水）、横手送り盆ま
　　　　　　つり花火ショーにて
■打上場所　蛇の崎川原下流
■打上方法　2.5号玉、３号玉を使用した
　　　　　　スターマインを打上げます

【ＰＲ花火のポイント】打ち揚げ時に「ジュッ!!」とい
う音がする花火を使用するので、鉄板の上でソースが
はじけ、めんにソースが絡まる雰囲気が伝わります。

ぜひご覧ください

横手やきそばＰＲ花火
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い
う
の
が
特
徴
で

す

秋
田
音
頭
の

独
自
の
地
口
に
乗

て
華
麗
な
踊
り
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す

■
日
時　

８
月
16
日（
水
）午
後
７
時
30
分

■
場
所　

中
・
七
日
町
通
り

き

き
ん

た
か
は
り

ち
ん

ち
う
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国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険（
医
療
保
険
分
）の
一
人
当
た
り
の

税
額
は
平
均
約
５
０
０
０
円
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す

　税制改正にともない、平成17年分から公的年金等控除額が変更され、年金収入額が同じでも年金所得額が増額にな
る場合があります。この影響を受ける方への経過措置として、昭和15年１月１日以前に生まれた方で、平成17年度分
の個人住民税の算定にあたり公的年金等控除の適用があったものについては、平成18年度の国保税所得割額の公的年
金等に係る雑所得から別途13万円を控除します（平成19年度は７万円控除）。また、軽減判定についても、減額判定の
ための公的年金等に係る雑所得から13万円を控除します（平成19年度は7万円控除）。

　世帯の国保税は、多様な職業・所得の方々に公平に負担していただくた
め、所得だけを使って計算するのでなく、「所得割」・「資産割」・「被
保険者均等割」・「世帯別平等割」の４つの合計となります。
１. 前年の所得×所得割率（％）
２. 現年度の固定資産税×資産割率（％）
３. 被保険者数×均等割（円）
４. １世帯あたり平等割（円）　
　また、平成12年の介護保険制度導入に伴い、40歳以上65歳未満の保険者
（第２号被保険者と言います）がいる世帯は、介護給付費にあてるための
介護納付金も合わせて納めていただきます。

　国民健康保険制度は、病気やけがをしたとき安心して診療や治療が受
けられる助け合いの制度です。
　市では合併協議会で試算した調整予定税率表（表２）を基に税率を検
討しましたが、医療費の増加や課税総所得金額が減少したため、国保事
業に要する所要額に過不足が生じないよう旧市町村ごとに同率で引き上
げし、税率を決定しております。ご理解をお願いいたします。

　国民健康保険制度は、病気やけがをしたとき安心して診療や治療が受
けられる助け合いの制度です。
　市では合併協議会で試算した調整予定税率表（表２）を基に税率を検
討しましたが、医療費の増加や課税総所得金額が減少したため、国保事
業に要する所要額に過不足が生じないよう旧市町村ごとに同率で引き上
げし、税率を決定しております。ご理解をお願いいたします。

介護納付金課税限度額が９万円に変わります
　国民健康保険税には課税限度額が設定されています。医療分
は53万円、介護保険分は８万円から９万円に改正され、合計で
62万円となります。

横　手地域名

改正後の税率表（表１）
国民健康保険被保険者に係る税率（不均一課税）

介護納付金課税被保険者に係る保険税率（均一課税）

平成18年度・平成19年度の国保税経過措置

10.35

32,000

所得割（％）医　

療　

分

資産割（％）

均等割（円）

平等割（円）

大　雄

10.40

24,000

山　内

9.45
廃止

十文字

9.05

大　森

9.25
7.50

28,000

雄物川

9.65
廃止

21,000

平　鹿

9.45

増　田

10.15

2.20

8,900
5,000

所得割（％）

資産割（％）

均等割（円）

平等割（円）

　

平
成
18
年
度
の
国
保
税
率
は

改

正
後
の
税
率
表
（
表
１
）
の
と
お
り

に
改
正
さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で

各
市
町
村
ご
と
に
運

営
さ
れ
て
い
た
国
保
事
業
は

必
要

と
な
る
医
療
費
も
各
市
町
村
で
異
な

る
た
め

国
保
税
率
に
大
き
な
差
が

あ
り
ま
し
た

　

し
か
し

税
率
を
均
一
に
す
る
と

こ
れ
ま
で
よ
り
急
激
に
負
担
が
増
え

る
ケ

ス
が
あ
る
こ
と
か
ら

平
成

21
年
度
に
税
率
が
均
一
に
な
る
よ
う

平
成
19
年
度
以
降
も
段
階
的
に
調
整

す
る
予
定
で
す

　

介
護
納
付
金
に
係
る
保
険
税
率
に

つ
い
て
は

合
併
協
議
会
で
承
認
さ

れ
た
と
お
り
平
成
18
年
度
か
ら
均
一

課
税
と
し

資
産
割
は
廃
止
と
な
り

ま
す

主
な
改
正
内
容

　

医
療
分
は

旧
市
町
村
毎
の
合
併

調
整
税
率
よ
り
所
得
割
税
率
を
０
・

85
ポ
イ
ン
ト
引
上
げ

均
等
割
額
・

平
等
割
額
に
つ
い
て
は

同
額
の
改

定
を
し
て
い
ま
す

　

介
護
分
は

合
併
調
整
税
率
の
所

得
割
税
率
よ
り
０
・
62
ポ
イ
ン
ト
引

上
げ
て
２
・
20
％
に

均
等
割
額
を

１

９
０
０
円
引
上
げ
て

８

９

０
０
円
に

平
等
割
額
は
同
額
の
５

０
０
０
円
と
し
て
い
ま
す

　

平
成
17
年
度
一
人
当
た
り
平
均
税

額
と
試
算
段
階
で
の
比
較
で
は

医

療
分
は
５

０
４
８
円
増
の
５
万
９

２
５
２
円
に

介
護
分
は

６

６

４
５
円
増
の
２
万
１

２
０
６
円
と

な

て
お
り
ま
す

ま
た

課
税
総

額
の
比
較
で
は

平
成
17
年
度
よ
り

２
億
７

１
０
０
万
円
の
増
額
と
な

て
い
ま
す

　

こ
れ
ら
の
主
な
要
因
は

課
税
所

得
の
減
少
も
あ
り
ま
す
が

平
成
17

年
度
は

合
併
前
に
旧
市
町
村
で
税

率
を
決
定
し
て
お
り

そ
の
際
に
国

保
財
政
調
整
基
金
を
全
市
町
村
合
計

で
２
億
６

７
０
０
万
円
繰
入
れ
て

税
率
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き

く
影
響
し
て
い
ま
す

　

国
保
の
財
政
調
整
基
金
は

平
成

14
年
度
末
合
計
で
10
億
１

５
０
０

万
円
あ
り
ま
し
た
が

順
次
繰
入
が

行
わ
れ
平
成
17
年
度
末
に
は

２
億

１

１
０
０
万
円
と
な

て
い
ま
す

　

国
保
税
は

医
療
費
の
増
減
や
国

保
税
の
収
納
状
況

課
税
所
得
の
増

減

財
政
調
整
基
金
の
繰
入
等
に
よ

り
大
き
く
変
動
し
ま
す

　

一
人
ひ
と
り
の
加
入
者
の
皆
さ
ん

が

健
康
に
心
が
け
て
医
療
費
を
節

約
し

国
保
税
を
完
納
し
て
「
い
ざ

と
言
う
と
き
の
助
け
合
い
制
度
で
あ

る
国
保
」
の
健
全
運
営
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

今
回
の
国
保
税
率
の
改
正
等
に
つ

い
て
の
詳
し
い
内
容
を
記
載
し
た

「
み
ん
な
の
元
気
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
を
今

号
の
市
報
と
一
緒
に
全
世
帯
に
配
布

し
ま
す
の
で

併
せ
て
ご
覧
下
さ
い

【問い合わせ先】
　国保制度については　◇横手市福祉環境部　国保年金課（大雄庁舎内）　国保担当　　35-2185　
　　　　　　　　　　　◇各地域局　市民生活課　国保担当
　国保税額については　◇横手市財務部　市民税課（横手庁舎内）　国保・介護保険担当　　32-2510　
　　　　　　　　　　　◇各地域局　市民生活課　税務担当

介　

護　

分

横　手区　分 年度

国民健康保険税調整予定税率表（表２）　合併協合意事項

9.50

増　田

9.30

平　鹿

7.84

雄物川

8.00

大　森

8.00

十文字

7.40

山　内

7.80

大　雄

9.55
9.50 9.30 8.60 8.80 8.40 8.20 8.60 9.55

7.50 15.00 10.00
7.50

20,000 18,000 17,200 21,000
21,000

19,000 18,000 21,000 24,000
24,000

32,000 23,000 25,300 26,000 22,000 28,000 25,000 26,000
32,000 28,000
1.50 2.00 1.65 1.30 1.30 1.00 1.25 0.92

1.58

7,000

5,000

1.00 1.50 1.00

5,000 5,000 6,800 5,000 3,500 5,400 3,800 5,000

5,800 7,500 5,800 4,700 5,000 3,400 5,000 3,000

H17
H18
H17
H18
H17
H18
H17
H18
H17
H18
H17
H18
H17
H18
H17
H18

所得割（％）
医　

療　

分

資産割（％）

均等割（円）

平等割（円）

所得割（％）

資産割（％）

均等割（円）

平等割（円）

介　

護　

分

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●



行政運営

■試験区分および採用予定人数

■受験資格
　◇上級　次のいずれかの条件を満たす方
　　　　　ア）昭和57年４月２日から昭和60年４月１日まで
　　　　　　　に生まれた方
　　　　　イ）昭和60年４月２日以降に生まれた方で、大学
　　　　　　　卒業または平成19年３月卒業見込みの方
　◇中級　昭和57年４月２日から昭和62年４月１日までに生
　　　　　まれた方（大学卒業および平成19年３月卒業見込
　　　　　みの方を除く）
　◇初級　昭和57年４月２日から平成元年４月１日までに生
　　　　　まれた方［大学、短期大学、高等専門学校および
　　　　　専修学校（専門課程の修業年限が２年以上あるも
　　　　　の）を卒業および平成19年３月卒業見込みの方を
　　　　　除く］
■住居要件
　採用後、横手市内に居住できる方

■身体要件

■採用予定年月日
　平成19年４月１日
■第１次試験期日／場所
　９月17日（日）／横手市消防本部
■受付期間
　８月２日（水）～８月21日（月）
■申込み・問合せ
　〒013-0042横手市前郷字下三枚橋269番地
　「横手市消防本部総務課」　32-1111

■試験区分および採用予定人数

■受験資格
　◇上級　次のいずれかの条件を満たす方
　　　　　ア）昭和54年４月２日から昭和60年４月１日まで
　　　　　　　に生まれた方
　　　　　イ）昭和60年４月２日以降に生まれた方で、大学
　　　　　　　卒業または平成19年３月卒業見込みの方
　◇中級　昭和56年４月２日から昭和62年４月１日までに生
　　　　　まれた方（大学卒業および平成19年３月卒業見込
　　　　　みの方を除く）
　◇初級　昭和58年４月２日から平成元年４月１日までに生
　　　　　まれた方［大学、短期大学、高等専門学校および
　　　　　専修学校（専門課程の修業年限が２年以上あるも
　　　　　の）を卒業および平成19年３月卒業見込みの方を
　　　　　除く］

■採用予定年月日
　平成19年４月１日
■第１次試験期日／場所
　９月17日（日）／市役所本庁南庁舎
■受付期間
　８月２日（水）～８月21日（月）
■申込み・問合せ
　〒013-8601横手市前郷字下三枚橋163番地
　「横手市総務企画部人事課」　35-2163
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街から
あなた

へ

行政
情報
便

横手市職員募集のお知らせ
平成19年度採用

一般事務職員・技術職員（土木）

消防職員

※試験案内・申込用紙は、市消防本部、消防署、各分署にあり
ます。郵便で請求する場合は、封筒の表に「消防職員採用試験
申込用紙請求」と朱書きし、宛先を明記して１２０円切手を貼
った返信用封筒（角型２号）を同封の上、市消防本部までお送り
ください。申込用紙等はホームページからもダウンロード可能
です。（http://www.city.yokote.lg.jp)

　現在、横手市では、平成18年度から27年度までの10
年間を計画年度とする「横手市総合計画」を策定する
ため、計画案の作成、検討を行っています。
　この計画は、総合的かつ計画的な行政運営の指針と
なるものであり、その検討機関の一つとして位置づけ
られている策定委員会では、㈰生活環境部会、㈪安全
生活部会、㈫健康福祉部会、㈬産業振興部会、㈭教育
文化部会、㈮住民参画交流部会の６つの部会に分かれ、
計画策定に向けた検討を行っています。

【策定委員会は傍聴が可能です】
　策定委員会は、公募による市民委員と市担当職員に
より組織されており、会議はどなたでも傍聴すること
ができます。作業や検討の進行状況等により、随時会
議を開催していますので、傍聴を希望する方は、市総
務企画部企画課までご連絡ください。
※会議は策定委員による議論の場です。会議の進行を
　妨げると判断した場合は、傍聴をお断りすることが
　あります。また、会場の都合上、人数を制限するこ
　とがありますので、ご了承ください。
　
■問合せ　市総務企画部企画課政策調整担当
　　　　　　35-2164　　33-6061
　　　　　ﾒｰﾙ:kikaku@city.yokote.lg.jp

試 験 区 分

試 験 区 分

　技術職（土木）　

採用予定人数
３名程度
１名程度
２名程度
１名

上 級
中 級
初 級
上 級

一 般 事 務 職

採用予定人数
２名程度
１名程度
４名程度

上 級
中 級
初 級

消 防 職

※試験案内・申込用紙は、市総務企画部人事課、各地域局地域
振興課にあります。郵便で請求する場合は、封筒の表に「職員
採用試験申込用紙請求」と朱書きし、宛先を明記して１２０円
切手を貼った返信用封筒（角型２号）を同封の上、市人事課ま
でお送りください。申込用紙等はホームページからもダウンロ
ード可能です。（http://www.city.yokote.lg.jp)

男性
160 以上
 50 以上

女性
155 以上
 45 以上

身長
体重
視力

色覚・聴覚
裸眼視力0.3以上かつ矯正視力0.7以上（左右とも）

正常であること

「横手市総合計画」計画案作成中

イ
キ
イ
キ
職
場
づ
く
り
学
習
会
開
催

従
業
員
が
自
信
を
持
て
る
職
場
環
境
を

市内の事業所などから100人以上が参加し
先進事例に耳を傾けました

株式会社カミテ
上手康弘代表取締役社長

秋田渥美工業株式会社
大鷲晴夫常務取締役

　
　
　
　
　
　

男
女
を
問
わ
ず

そ
の
個

　
　
　
　
　

性
と
能
力
を
発
揮
し

仕
事

　
　
　
　

と
家
庭
生
活
の
調
和
の
と
れ
た

　
　
　

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
イ
キ
イ
キ

職
場
づ
く
り
学
習
会
」
が
６
月
27
日

横

手
市
役
所
本
庁
南
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し

た

こ
れ
は

市
と
秋
田
県
が
共
同
で
開

催
し
た
も
の
で

市
内
事
業
所
の
代
表
者

や
総
務
・
人
事
担
当
者
な
ど

約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た

　

は
じ
め
に
行
わ
れ
た
先
進
事
例
発
表
で

は

小
坂
町
に
あ
る
株
式
会
社
カ
ミ
テ
代

表
取
締
役
社
長
の
上
手
康
弘
さ
ん
が
演
壇

に
立
ち
「
会
社
と
社
員
の
幸
福
が
企
業
理

念
の
一
つ

従
業
員
30
人
と
小
規
模
な
が

ら

子
ど
も
が
満
３
歳
に
達
す
る
ま
で
の

期
間
取
得
で
き
る
育
児
休
暇
制
度
や

無

料
で
利
用
で
き
る
事
業
所
内
託
児
所
を
設

置
し
た
」
と

従
業
員
が
安
心
し
て
働
く

た
め
の
環
境
作
り
に
向
け
た
積
極
的
な
取

り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た

　

ま
た

横
手
市
安
本
の
秋
田
渥
美
工
業

株
式
会
社
常
務
取
締
役
の
大
鷲
晴
夫
さ
ん

が
「
現
場
や
事
務
な
ど
職
種
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
全
て
の
技
術
を
身
に
付
け

互
い

に
支
え
合
う
『
多
能
工
化
』
を
強
く
推
進

生
産
性
と
従
業
員
の
士
気
を
高
め
て
い
る
」

と
活
動
状
況
報
告
を
行
い
ま
し
た

　

最
後
に

秋
田
県
な
ど
が
実
施
す
る
仕

事
と
家
庭
の
両
立
支
援
や
職
場
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
制
度
が
紹

介
さ
れ

参
加
者
か
ら
は
「
今
後
の
取
り

組
み
を
充
実
さ
せ
た
い
」
と
の
意
見
が
多

数
寄
せ
ら
れ
る
な
ど

充
実
し
た
学
習
会

と
な
り
ま
し
た

市職員人事異動に関するお知らせ

　冬期間の児童生徒の通学や学校行事等で運行するス
クールバスの運転手を募集します。
■対象学校と募集人数（バスの最大乗車人数）
　平鹿中３人（46人乗り）、十文字第二小１人（26人乗
　り）、睦合小１人（26人乗り）、植田小１人（26人乗り）
■運転業務期間
　平成18年11月から平成19年３月まで（※期間前に学
　校行事等で運転をお願いすることがあります）
■報酬
　１時間あたり1,010円
■応募要件
　65歳以下で、大型免許を所持していること
■応募方法
　８月31日（木）までに、履歴書を市教育委員会教育総
　務課に提出してください（運転免許証もご持参くだ
　さい）。申込多数の場合、審査の上決定します
■問合せ
　市教育委員会教育総務課　22-2151

スクールバスの運転手を募集します

◇６月30日付け退職者
　○福祉環境部　
　　・特別養護老人ホーム白寿園看護師　佐々木セイ子
　　・市民課交通防災担当主任　高橋彰

お
お
わ
し

教育
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街からあなたへ～行政情報便～

～国体だより～

市
長
で
す横

手
市
長　

五
十
嵐　

忠
悦

こ
ん
に
ち
は

　市民の皆さんのご意見、ご提案をこ
れからの市政に反映させるため、市長
が直接お話を伺います。
■対象者
　横手市民または横手市内の会社や学
　校に通勤あるいは通学されている方
■日　時（月１回開催）
　７月28日（金）午後１時30分～３時
　※１人あたり15分まで（定員６人）
■場　所
　市役所本庁南庁舎応接室
　（旧横手平鹿広域交流センター）
■申込方法
　７月24日（月）までに、電話・ファクス
　・メールのいずれかで、氏名・住所・連
　絡先・お話の内容をお知らせください

■申込み・問合せ
　市総務企画部秘書広報課秘書担当
　　35-2111内線1033 　　35-2221
　Eメール＝hisho@city.yokote.lg.jp

次回の　　 市長面会日
　　　　　　　　　　　　

のお知らせ
子
ど
も
を
育
て
た
い
そ
ん
な
社
会
へ

　

こ
の
ほ
ど

さ
か
え
館
で
開
催
さ

れ
た
「
ち
び

こ
わ
く
わ
く
フ

ス

テ

バ
ル
」
に
参
加
し
ま
し
た

各

地
域
か
ら
集
ま

た
子
ど
も
た
ち
と

ふ
れ
あ
い

元
気
を
分
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が

依
然
と
し
て
歯
止
め

の
か
か
ら
な
い
少
子
化
に
つ
い
て
は

重
要
な
課
題
と
感
じ
て
い
ま
す

国

や
県
を
含
め

子
育
て
支
援
に
向
け

た
取
り
組
み
は
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
る
も
の
の

い
ず
れ
も
根
本
的
な

解
決
策
に
な

て
い
な
い
の
が
実
情

で
す

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が

独
自

の
取
り
組
み
で
従
業
員
の
子
育
て
を

支
援
す
る
企
業
も
多
く
あ
り
ま
す

先
日

市
と
県
が
共
催
し
た
イ
キ
イ

キ
職
場
づ
く
り
学
習
会
で
事
例
発
表

し
て
く
だ
さ

た

カ
ミ
テ
や
秋
田

渥
美
工
業

な
ど
は

そ
の
先
駆
的

な
例
で
あ
り

ど
ち
ら
も
県
が
進
め

る
「
男
女
イ
キ
イ
キ
職
場
宣
言
事
業

所
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

　

企
業
に
と

て
は

そ
の
繁
栄
が

第
一
目
標
で
あ
る
わ
け
で
す
が

従

業
員
が
出
産
や
育
児
な
ど
で
仕
事
を

あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
か

た
場
面

に
お
い
て

自
信
を
持

て
働
く
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す

ど
ち

ら
の
事
業
所
も

そ
の
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
で
従
業
員
の
士
気
が
高
ま

り

結
果
的
に
業
績
向
上
へ
と
結
び

つ
い
て
い
る
よ
う
で
す

ぜ
ひ
と
も

市
内
の
事
業
所
で
こ
の
よ
う
な
事
例

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す

　

さ
て

こ
の
ほ
ど
市
で
は
「
次
世

代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
」
を
推

進
す
る
た
め
の
協
議
会
を
設
置
し
ま

し
た

こ
の
計
画
は

次
の
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

と

安
心
で
楽
し
い
子
育
て
が
で
き

る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て

合
併

前
の
市
町
村
が
合
同
で
策
定
し
た
も

の
で

委
員
と
し
て
高
校
生
に
も
お

願
い
し
て
お
り

大
い
に
期
待
し
て

い
ま
す

古
き
よ
き
日
本
を
支
え
た

「
大
家
族
シ
ス
テ
ム
」
が
変
わ
り
つ

つ
あ
る
今

子
ど
も
を
産
む
か
ど
う

か
は
個
人
の
選
択
で
す
が

夫
婦
間

で
「
子
ど
も
が
ほ
し
い
」
と
自
然
に

思
え
る
社
会
づ
く
り
を
行
政

企
業

そ
し
て
個
々
人
が
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

No.4

国体ってなあに？国体ってなあに？

　秋田わか杉国体横手市実行委員会では、７月31日まで国体の市民ボランティア
を募集しています。
　詳しくは、市役所及び各施設、または横手市国体推進事務局ホームページへ。
　（http://www.city.yokote.lg.jp/kakuka/kokutai/kokutai_11.jsp）

子
育
て
児童扶養手当・特別児童扶養手当の
現況届受付を開始します

第１期
第１期対象年齢と回数

変更のポイント

麻しん・風しん・ＭＲ予防接種の方法

第２期

※対象年齢の起算日は誕生日の前日から、「未満」とは誕生日の
　前々日までになります。

生後12月以上24月未満で１回

接種費用

その他

無料
接種医療機関 個別接種協力医療機関（予診票と一緒に一

覧表をお渡しします。）
持参するもの 予防接種予診票・母子健康手帳

●平成18年度第１期ＭＲ対象者には、乳児
　健診等の機会に予診票をお渡しします。
●平成18年度第２期ＭＲ対象者には、７月
　上旬から個別通知でお知らせするととも
　に、予診票をお送りします。
●第１期・２期で、単独予防接種の対象と
　なる児童は、各地域局福祉保健課までお
　問い合わせください。（確認後、予診票
　を送ります。）

５歳以上７歳未満で小学校就学前の１年間
で１回（年長児になった４月１日から翌年
３月31日までの間に１回接種します。）

●年長児が第２期ＭＲの対象になりました。ただし、麻しん
　または風しんにかかった方は単独の対象になります。
●第１期の期間で、麻しんまたは風しんの片方のみ接種した
　方、もしくは病気にかかった方は単独の対象になります。

Ｑ１

Ａ１

日本のみんなの健康や、
スポーツの発展のために、
毎年開かれている日本最
大のスポーツの祭典だよ。
ここ横手市では、ボウリ
ング、ホッケー、軟式野
球、バレーボールの４競
技が行われるよ。

日本のみんなの健康や、
スポーツの発展のために、
毎年開かれている日本最
大のスポーツの祭典だよ。
ここ横手市では、ボウリ
ング、ホッケー、軟式野
球、バレーボールの４競
技が行われるよ。

国体はいつから始まったの？国体はいつから始まったの？Ｑ２

Ａ２

戦後、昭和21年に始まったん
だよ。第１回目は、京都を中
心とする京阪神地方で行われ
たんだ。今年は、兵庫大会で、
61回目を迎えるんだよ。

戦後、昭和21年に始まったん
だよ。第１回目は、京都を中
心とする京阪神地方で行われ
たんだ。今年は、兵庫大会で、
61回目を迎えるんだよ。

国体に出場する選手たちは、
とうやって選ばれるの？
国体に出場する選手たちは、
とうやって選ばれるの？Ｑ４

Ａ４

各都道府県、各地方のブ
ロック大会などで予選を
行い、選手たちが選ばれ
るんだよ。全国から集ま
る選手たちを、スギッチ
と一緒に応援しようね！

各都道府県、各地方のブ
ロック大会などで予選を
行い、選手たちが選ばれ
るんだよ。全国から集ま
る選手たちを、スギッチ
と一緒に応援しようね！

前回、秋田県で開催された
のはいつ？
前回、秋田県で開催された
のはいつ？Ｑ３

Ａ３

前回は、昭和36年（第16回）
に開催されたんだ。当時、
横手市では弓道、軟式野球、
ボクシング競技が行われた
んだよ。2007年に２回目の
国体がやってくる。なんと
46年ぶりなんだ。

前回は、昭和36年（第16回）
に開催されたんだ。当時、
横手市では弓道、軟式野球、
ボクシング競技が行われた
んだよ。2007年に２回目の
国体がやってくる。なんと
46年ぶりなんだ。

何歳から選手として
出場できるの？
何歳から選手として
出場できるの？Ｑ５

Ａ５

高校生以上から。だけ
ど、種目によっては中
学３年生も出場できる
んだ。

高校生以上から。だけ
ど、種目によっては中
学３年生も出場できる
んだ。

けんこうほんに

ぎ

きゅう きょう

せん

ぜんかい

こくたい

よこ どう なんしき

かい め

きゅう

きょう おこな

きゅうて し や

ぎ

ねん

ねん

だい かい

かいさい とう じ

しん

とし たいかい

かく

おこな

たいかい

と ふどう けん ちかく ほう

よ せん

えら

あつ

こ

ほう おこなちけいはんしん

はじ

だい

ご

かい め

かい むかめ

きょう ちゅうと

しょう わ

しょう わ

ひょう ご

こくたい

こくたい

こくたい

なんさい

しゅつじょう

しゅつじょう

せんしゅ

せん

えら

しゅ

せんしゅ

せんしゅ

いっしょ

こうこうせい

がく

しゅもく

ねんせい

おうえん

い じょう

ちゅう

ぜんこく

しゅつじょう

ぜんかい かいさいあき けんた

はってん

さいてん

なんしき や

まいとしひら ほんさいに

保健衛生

平
成
18
年
６
月
２
日
か
ら

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

　申告内容を偽って手当を受給した場合、児童手当法に基づい
てお支払した手当の全額を返還していただきます。また、３年
以下の懲役か、30万円以下の罰金に処せられることがあります
ので、事実内容に変化のあった場合は、早目に手続きをしてく
ださい。

児童扶養手当の不正受給は絶対にダメ！

　児童扶養手当、特別児童扶養手当を受給されてい
る方は、毎年８月中に所得額及び資格を確認するた
め、審査を受ける必要があります。
　手当を受給されている方には、７月中に各地域局
福祉保健課から通知が送付されますので、内容を確
認の上、送付された地域局福祉保健課で現況届の手
続きを忘れずに行ってください。
　現況届が提出されないと、受給資格がなくなり認
定請求も出来なくなる場合がありますのでご注意く
ださい。

提出場所　各地域局福祉保健課
問 合 せ　市福祉環境部　子育て支援課（大森庁舎内）　26-2113
　　　　　各地域局福祉保健課

問合せ　市福祉環境部　保健衛生課（大雄庁舎内）
　　　　　35-2185
　　　　各地域局福祉保健課

　

平
成
18
年
４
月
に
変
更
と
な

た

麻
し

ん（
は
し
か
）と
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
６
月

２
日
か
ら
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た

　

４
月
改
正
時
に
は

麻
し
ん
・
風
し
ん
単

独
予
防
接
種
（
単
独
）
の
い
ず
れ
か

も
し

く
は
両
方
を
接
種
し
た
場
合

そ
の
児
童
に

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

を
接
種
す
る
こ
と
の
安
全
性
が
確
認
で
き
な

か

た
た
め

第
２
期
対
象
年
齢
で
あ

て

も
Ｍ
Ｒ
は
接
種
し
な
い
こ
と
に
な

て
い
ま

し
た

　

し
か
し

国
で
は
安
全
性
が
確
認
で
き
た

と
し
て
再
度
改
正
を
行
い

以
前
に
単
独
を

し
て
い
る
第
２
期
の
対
象
年
齢
の
児
童
に
も

Ｍ
Ｒ
の
接
種
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　

４
月
改
正
時
に
定
期
外
（
予
防
接
種
法
に

基
づ
か
な
い
）
予
防
接
種
と
な

た
単
独
が

今
回
の
改
正
で
定
期
（
予
防
接
種
法
に
基
づ

く
）
予
防
接
種
と
さ
れ

麻
し
ん
又
は
風
し

ん
の
病
気
に
か
か

た
児
童
は

か
か

て

い
な
い
方
の
病
気
の
予
防
接
種
を
次
の
と
お

り
２
回
接
種
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

※
か
か

た
病
気
の
予
防
接
種
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん

国体ってな
あに？（Ｑ＆Ａ）国体ってな
あに？（Ｑ＆Ａ）

こ く
た い

こ く
た い

子どもたちと一緒に体操しま
した（ちびっこわくわくフェ
スティバルにて）
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わくわく体験がいっぱい
■ちびっこわくわくフェスティバル（横手）
　７月２日、さかえ館において、第５回ちびっこわくわく
フェスティバルが開催されました。
　このイベントは、子育てサークルの皆さんが協力して企
画、開催しているもので、さまざまな遊びを親子で楽しめ
る体験コーナーやお菓子・物産の販売など多彩な催しが用
意された会場には、子どもたちの明るい笑顔と笑い声があ
ふれていました。また、合併後初めての開催となる今回は、
市内各地域から集まった親子連れが600人を超え、子育てを
通じた交流の輪が一気に広がりました。

こむぎねんど遊びコーナーも大人気

超神ネイガー参上
■あやめまつり超神ネイガーショー（平鹿）
　７月２日、浅舞公園において秋田県が生んだヒーロー・
超神ネイガーショーが行われ、集まったたくさんの親子連
れなどでにぎわいました。ショーの後にはネイガーが浅舞
名物長まんじゅうまきに参加。あいにくの雨の中、まんじ
ゅうまきならぬまんじゅう配りとなりましたが、会場はネ
イガーからまんじゅうを受け取ろうとする人で溢れかえり、
ネイガー人気の高さがうかがえました。生育の遅れにより
期間が延長されていた今年のあやめまつりも盛況のうちに
幕を閉じました。　

長まんじゅう配りに多くの人が集まりました

地域みんなで盛り上がる
■第34回スポーツ・レクリエーション祭（大森）
　７月２日、第34回大森町スポーツ・レクリエーション祭
が大森体育館を会場に行われ、約1,000人が参加しました。
　あいにくの雨のため、体育館で種目を変更しての開催と
なった今回、来年開催される国体を盛り上げようと、大森
地域の４つの保育所・保育園の子どもたちが合同でスギッ
チダンスを披露。家族からの声援を受け、徒競走や玉入れ、
分館対抗の綱引きなどで熱戦が繰り広げられました。また、
今年は〇×クイズや抽選会で豪華賞品が当たるとあって、
会場は熱気に包まれ、大いに盛り上がりました。

大勢の参加者が見守るなか、選手宣誓をする照井雄策さん

感謝の気持ちを込めて
■『守り育てよう！おらほのセンター』（増田）
　６月18日、地域住民80人が参加して狙半内地域センター
（旧増田東小学校）のグラウンドや樹木園の草刈り、花壇
や菜園などの整備を行いました。地域センターは平成14年
の小学校の統廃合に伴い地域活動の拠点として活用してい
る施設。この日は、子どもたちと、その学び舎を守り育て
ていこうという大人たちが一体となり、センター周辺の整
備に汗を流しました。また、環境美化活動の一環として、
ポイ捨て禁止などの看板作成と設置作業も行い、施設周辺
は見違えるほどきれいになりました。

センター周辺をきれいにしようと花壇に花を植えました

沿道の声援を受け力走
■第35回雄物川地域駅伝競走大会（雄物川）
　好天に恵まれた６月25日、第35回雄物川地域駅伝競走大
会が行われ、雄物川中学校陸上部のオープン参加を含む23
チームが、雄物川陸上競技場をスタート・ゴールに６区間
21．５ のコースで健脚を競い合いました。
　沿道から盛んな声援が送られるなか、３区間で区間賞を
とり、常に上位をキープした砂小田チームが優勝を勝ち取
りました。また、35回の節目を迎えた今大会では、34回連
続出場している小野準一さんをはじめ、10回以上連続出場
されている42人の方々が表彰されています。

一斉に陸上競技場をスタートする選手たち

元気アップ体操を体験
■いきいき健康ライフ講演会（山内）
　高齢者を中心とする市民の皆さんの健康づくりを目的と
した「いきいき健康ライフ講演会」が６月30日、山内公民
館で開催され、約60人が参加しました。
　この講演会は、県の出前講座を活用したもので、講師を
務めた県長寿社会課高齢者健康づくり推進チームの２人に
よると「それぞれの目的に合った運動が大切」とのこと。
参加した皆さんは、講師の指導のもと、足腰の筋力を向上
させる「いけいけドンパン体操」や全身の血液循環を良く
する「しなやかウェーブ体操」などを体験しました。

「いけいけドンパン体操」で体を動かす参加者の皆さん

初夏の味覚を堪能
■第34回十文字さくらんぼまつり（十文字）
　６月17日から７月９日にかけて、十文字地域恒例のさく
らんぼまつりが開催されました。他産地のさくらんぼに比
べて甘みがあり、味が良いと評価されている十文字産のさ
くらんぼ。今年は天候不順のため、数量は例年に比べて少
なめでしたが、直売所や果樹園には県内外からたくさんの
お客さんが詰めかけて列をなすなど、連日賑わいを見せて
いました。また期間中は、マラソン大会や種飛ばし大会な
どの協賛イベントも行われ、地域全体がさくらんぼでにぎ
わいました。

さくらんぼ狩りを楽しむ家族連れ

浴衣で夏を楽しむ
■浴衣着付け教室（大雄）
　７月２日、たいゆう保育園で浴衣の着付け教室が行われ
ました。普段、着物を身に着ける機会が少ないという参加
者たちは、慣れない様子ながらも一通りの着付け方を習得。
特に、帯の結び方によって着物の雰囲気が変わってくるこ
とに興味津々といった様子で、さまざまな結び方に何度も
挑戦していました。参加者は「着物を着ると自然と立居振
舞いが変わってきます。今年の夏は自分で着付けた浴衣で
出かけてみたいですね」と華やいだ声で話し、本格的な夏
の訪れを心待ちにしているようでした。

指導を受けながら浴衣の着付けを学ぶ参加者たち

すな

あふ

ご た

たん のう
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プ

ル
に
入
る
機
会
の
多
く
な
る

こ
の
時
期

高
熱
や
の
ど
の
痛
み

結
膜
炎
な
ど
を
と
も
な
う
プ

ル
熱

（
咽
喉
結
膜
熱
）
の
発
生
が
見
ら
れ

ま
す

次
の
こ
と
に
注
意
し

感
染

予
防
に
つ
と
め
ま
し

う

プ
①②③④

ル
に
入
る
前
後
に
う
が
い
手

洗
い
を
し

目
を
よ
く
洗
う

タ
オ
ル
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共
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は
や
め
る

普
段
か
ら
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け
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に
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る
手
洗

い

う
が
い
を
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が
け
る

ト
イ
レ
の
後
や
お
む
つ
交
換
の
後

は

十
分
に
手
を
洗
う

感
⑤

染
し
た
人
と
の
接
触
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な
る
べ

く
避
け
る

■
問
合
せ　

県
平
鹿
地
域
振
興
局
福

　

祉
環
境
部
疾
病
予
防
・
医
薬
班 

　

３
２
―
４
０
０
５
ま
た
は
各
地
域

　

局
健
康
づ
く
り
担
当
保
健
師
へ

　

国
体
推
進
事
務
局
で
は

秋
田
わ

か
杉
国
体
の
大
会
イ
メ

ジ
ソ
ン
グ

Ｃ
Ｄ
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ake IT
 real

」
の
貸
し
出

し
を
行
い
ま
す

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

ご
活
用
く
だ
さ
い

■
貸
出
窓
口　

国
体
推
進
事
務
局
・

　

横
手
体
育
館
・
増
田
体
育
館
・
平

　

鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ

・
雄
物
川

　

体
育
館
・
大
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

・
十
文
字
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

・
山
内
生
涯
学
習
セ
ン
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・
大

　

雄
生
涯
学
習
セ
ン
タ

■
問
合
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市
総
務
企
画
部
国
体
推

　

進
事
務
局  

３
５
―
２
１
７
１

　

踏
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踏
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８
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入
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５
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７
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７
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８
時

　

30
分
ま
で
受
付
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婦
人
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０

　

１
８
―
８
３
６
―
７
８
４
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■
募
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住
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県
営
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日
が
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住
宅

■
募
集
戸
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１
戸

■
募
集
期
間　

７
月
11
日（
火
）
８

　

月
10
日（
木
）

■
問
合
せ　

県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　

設
部
建
築
課  

３
２
―
６
２
０
６

　

25
歳
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の
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■
日
時　

９
月
３
日（
日
）午
後
１
時

　

30
分

■
場
所　

か
ま
く
ら
館

■
申
込
み　

７
月
31
日（
月
）必
着

■
申
込
先　

〒
０
１
３
―
０
０
５
５

　

横
手
市
朝
日
が
丘
４
―
１
０
―
５

　

横
手
大
会
事
務
局　

金
沢
さ
ん

　

  

３
３
―
３
６
１
８

　

９
月
17
日（
日
）
「
第
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回
い
も

の
こ
ま
つ
り
in
鶴
ケ
池
＆
第
18
回
花

火
大
会
」
を
開
催
し
ま
す

親
し
み

や
す
い
花
火
を
目
指
し

「
み
ん
な

の
花
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コ

ナ

」
で
は

個
人
・
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ル

プ
か
ら
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メ

セ

ジ
付
き
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打
ち
上
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を
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集
し
ま
す

■
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容　

個
人
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会
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・
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ジ
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介
し
て
打
ち
上
げ
ま
す

■
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用　

１
０

０
０
０
円
か
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（
数
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プ
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な
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一
発
を
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上
げ
る
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と
も

　

で
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ま
す
）

■
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７
月
31
日（
月
）

■
申
込
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こ
ま
つ
り
in
鶴

　

ケ
池
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委
員
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（
山
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地
域
局
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業
振
興
課
内
）  

５
３
―
２
９

　

３
４

　

横
手
市
観
光
協
会
で
は

８
月
16

日（
水
）の
屋
形
舟
繰
り
出
し
に
合
わ

せ
て

蛇
の
崎
橋
に
桟
敷
席
を
設
置

し
ま
す

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
屋
形
舟

や
お
囃
子

花
火
シ

な
ど
を
間

近
で
観
覧
し
て
み
ま
せ
ん
か

■
桟
敷
席
販
売
日　

７
月
19
日（
水
）

　

午
前
９
時
か
ら
か
ま
く
ら
館
窓
口

　

に
て
（
電
話
受
付
は
午
後
１
時
か

　

ら
）

■
桟
敷
席
金
額　

１
マ
ス　

１
２

　

０
０
０
円
（
定
員
６
人
・
３
畳
分
）

　

50
マ
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す

■
申
込
み　

社
団
法
人
横
手
市
観
光

　

協
会  

３
３
―
７
１
１
１
へ

　　

高
橋
哲
夫
さ
ん
（
雄
物
川
町
文
化

財
保
護
協
会
理
事
）
を
講
師
に
迎
え

古
文
書
の
解
読
を
行
い
ま
す

■
期
間　

８
月
か
ら
平
成
19
年
３
月

　

ま
で
毎
月
１
回
開
催
（
初
回
は
８

　

月
３
日
）

■
時
間　

午
後
２
時

３
時
30
分

■
場
所　

雄
物
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　
■
定
員　

35
人（
先
着
順
）

■
申
込
み　

７
月
20
日（
木
）か
ら
市

　

教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

　

  

２
４
―
３
４
８
０
へ

　　

地
域
で
母
と
子
の
健
康
づ
く
り
を

支
援
し
て
く
れ
る
「
母
子
健
康
づ
く

り
支
援
者
」
を
育
成
す
る
た
め
の
研

修
会
で
す

■
日
時　

前
期　

８
月
９
日（
水
）

　

午
前
10
時
30
分

10
日（
木
）午
後

　

１
時
30
分　

後

①

②

期　

10
月
頃
に

　

２
日
間
を
予
定

■
場
所　

秋
田
県
立
近
代
美
術
館

■
申
込
み　

７
月
25
日（
火
）ま
で
県

　

平
鹿
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部
健

　

康
・
予
防
課  

３
２
―
４
０
０
５

■応募方法　住所、氏名、年齢を記入の上、官製はが
　きでご応募ください。（指定の様式はありません）
■応募資格　20歳以上の方
■応募特典　
　㈰先着120名様にワイングラス引換券をプレゼント。　
　㈪抽選で20名様に「大森ワインスパークリング」を差
　　し上げます。
　（応募いただいたメッセージは、ホームページなど　
　　で紹介する他、ＰＲに活用させていただきます）
■募集期間　６月20日（火）～８月20日（日）必着
■応募・問合せ先　
　〒019-0701　
　秋田県横手市増田町増田字土肥館173番地
　横手市観光物産課内　「大森ワイン応援隊」係
　  0182-45-5519　 0182-45-5562

　たくさんの人に愛されて、大森ワインは20周
年を迎えました。大森ワインに積
み重ねた歳月があるように、皆さ
んも長い間、いろいろな出来事が
あったと思います。
　日々を振り返り、普段なかなか
口にできない感謝の気持ちをメッ
セージに託してみませんか。

は
や 

し

は
り  

う

よ
し 

む
ら



　  

秋
田
わ
か
杉
国
体
の
開
催
予
定
会

場
で

初
心
者
向
け
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

教
室
を
開
催
し
ま
す

■
期
間　

７
月
31
日

８
月
２
日

■
時
間　

午
後
６
時

８
時

■
場
所　

台
由
ボ
ウ
ル(

定
員
30
人
）

■
対
象　

小
学
校
高
学
年
以
上
な
ら

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

■
参
加
費　

１

０
０
０
円

■
申
込
み　

７
月
28
日（
金
）ま
で

　

市
総
務
企
画
部
国
体
推
進
事
務
局

　

  

３
５
―
２
１
７
１
へ

　

高
齢
者
が
い
き
い
き
と
し
た
生
活

を
送
る
た
め
の
運
動
教
室
で
す

高

齢
者
用
の
筋
力
ト
レ

ニ
ン
グ
機
器

を
中
心
と
し
た
内
容
で

参
加
者
の

年
齢
や
体
力
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

■
期
間　

８
月
22
日（
火
）
11
月
17

　

日（
金
）　

週
２
回（
火
曜
と
金
曜
）

■
時
間　

午
後
１
時
15
分

■
場
所　

南
部
シ
ル
バ

エ
リ
ア

■
対
象　

65
歳
以
上
80
歳
未
満
の
市

　

民
の
方
（
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
の

　

で

直
接
通
え
る
方
）

■
定
員　

14
人

■
参
加
費　

５

２
０
０
円
（
26
回

　

×
２
０
０
円
）

■
申
込
み　

７
月
18
日（
火
）
８
月

　

11
日（
金
）ま
で

大
森
地
域
局
福

　

祉
保
健
課  

２
６
―
４
０
３
０
へ

　

地
域
住
民
が
主
役
と
な

て

元

気
な
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
を
知
事
と
語
り
合
い

ま
せ
ん
か

■
日
時　

８
月
８
日（
火
）午
前
10
時

■
場
所　

木
戸
五
郎
兵
衛
村
（
雄
物

　

川
町
沼
館
字
高
畑
）

■
サ
ブ
テ

マ　

「
女
性
パ
ワ

に

　

よ
る
地
域
の
元
気
づ
く
り
」

■
募
集
定
員　

８
人
（
傍
聴
も
可
）

■
申
込
み　

７
月
26
日（
水
）ま
で

　

県
平
鹿
地
域
振
興
局
総
務
企
画
部

　

地
域
企
画
課  

３
２
―
０
５
９
６

  

雄
物
川
地
域
で
発
掘
が
進
め
ら
れ

て
い
る

平
安
時
代
の
集
落
遺
跡
に

つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
す

■
日
時　

７
月
22
日（
土
）午
後
１
時

　

30
分

３
時
（
開
始
10
分
前
ま
で

　

現
場
事
務
所
に
集
合
）
申
込
不
要

■
場
所　

雄
物
川
会
塚
田
中
Ｂ
遺
跡

　

（
雄
物
川
町
会
塚
字
田
中
）

　

※
駐
車
場
は
発
掘
現
場
事
務
所
に

　

隣
接
し
て
い
ま
す

路
上
駐
車
は

　

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

■
問
合
せ　

会
塚
田
中
Ｂ
遺
跡
現
場

　

事
務
所  

２
２
―
３
７
６
１
ま
た

　

は

市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護

　

課  

２
４
―
３
４
８
０

　

増
田
盆
お
ど
り
は
振
り
付
け
が
５

番
ま
で
あ
る
珍
し
い
盆
踊
り
で
す

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

■
日
程　

７
月
14
日
・
22
日
（
増

　

田
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

７
月

　

20
日
・
29
日
（
亀
田
地
域
セ
ン
タ

　

）

７
月
24
日
（
西
成
瀬
地

　

域
セ
ン
タ

）

７

①

②

③

④

月
28
日（
狙

　

半
内
地
域
セ
ン
タ

）

■
時
間　

午
後
７
時
30
分

■
問
合
せ　

増
田
盆
お
ど
り
保
存
会

　

事
務
局  

４
５
―
５
５
１
５

　

県
教
育
委
員
会
で
は

発
達
や
行

動
が
気
に
な
る
子
ど
も
の
保
護
者
を

対
象
に

就
学
等
に
つ
い
て
の
教
育

相
談
を
行
い
ま
す

■
日
時　

８
月
８
日
（
火
）
・
９
日

　
（
水
）午
前
10
時

午
後
４
時

■
場
所　

さ
か
え
館
（
大
屋
新
町
字

　

堂
ノ
前
）

■
申
込
先　

市
教
育
委
員
会
教
育
指

　

導
課  

２
２
―
２
１
３
７

　　

女
性
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に

弁
護
士
や
心
理
担
当
職
員

女

性
相
談
員
が
お
応
え
し
ま
す

■
期
日　

８
月
９
日（
水
）

■
場
所　

平
鹿
地
域
振
興
局

■
時
間　

心
理
相
談
・
女
性
相
談　

　

（
午
前
10
時
15
分
）

法
律
相
談

　

（
午
後
１
時
30
分

３
時
30
分
）

■
申
込
み　

相
談
は
予
約
が
必
要
で

　

す

秋
田
県
女
性
相
談
所  

０
１

　

８
―
８
３
５
―
９
０
５
２
へ
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市民主催の催し等をお知らせするコーナーです

市民の皆さんからの「いどばたプラザ」への情報提供をお待ちしています。各種催しの参加者募集などにご活用ください。

 

第７回　横手地域写真クラブ合同展
　横手地域６団体の作品を展示します。
期　間●７月21日（金）～23日（日）
時　間●午前９時30分～午後５時（21日は正午
　　　　から、23日は午後４時まで）
場　所●かまくら館
問合せ●加賀谷さん  33-1057

横手の送り盆まつりに、浴衣で「ぷらっと」出かけて
みませんか
　ボランティアグループが無料で着付けのお手
伝いをします。浴衣の貸し出しも行います。浴衣
を提供していただける方も募集しています。
日　時●８月15日（火）・16日（水）
場　所●かまくら館５階
予約先●高橋さん　32-2949（予約受付中）

夏休み　押し花工作教室　
　押し花で、万華鏡やコースター作りに親子で挑
戦してみませんか
日　時●８月２日（水）・５日（土）午前10時
場　所●こうじ庵（鍛冶町）
参加費●1,200円（材料費込み）
申込み●７月25日（火）まで、菅原さん  090-7793-3007へ

横手ハングル研究会「初級・中級韓国語講座」
日　程●８月～３月まで、初級（月曜日）・中級（水
　　　　曜日）講座を週１回　午後６時30分から
場　所●県南部男女共同参画センター
受講料●月2,500円（初回のみテキスト代3,000円）
申込み●７月23日（日）午前10時から　　　　　
　      平塚さん　050-7528-0073へ

ホールサムイン　無料青空太極拳教室
日　程●７月22日～８月20日、毎週土・日曜日
時　間●午前６時30分～７時（雨天中止）
場　所●ホールサムインよこて駐車場脇
参加費●無料（途中参加もできます）
問合せ●ホールサムインよこてフロント係  33-0600

とっぴんぱらりのプー　第67回昔語りの会
　ふるさとの「昔っこ」を楽しみませんか
日　時●７月22日（土）午後１時30分
場　所●こうじ庵（鍛冶町）
問合せ●尾形さん  32-0630

気功体操一日体験
　中国古来の養生法を基礎とした体操です。
日　時●７月25日（火）午後１時30分　
場　所●かまくら館
参加費●無料（動きやすい服装でご参加ください）
問合せ●生出さん  33-3351

歌の好きな人集まれ！思いっきり歌声喫茶
　「浜辺の歌」や「さとうきび畑」など数曲を予定。
日　時●８月10日（木）午後７時開演
場　所●レストラン煉瓦屋（寿町）
参加費●1,000円（軽食付き）
問合せ●レストラン煉瓦屋　33-2811

ものづくり体験講座
　はんだごてを使って「光るオルゴールごま」作りに
挑戦しませんか。参加は無料。定員10人までです。
日　時●８月５日（土）午前10時～正午
場　所●横手市民会館
申込期間●７月25日（火）～28日（金）午前９時～午後４時
申込先●日研総業大曲営業所ものづくり体験講座係
　　　　  0187-66-3755　　　　　

国
体
開
催
記
念　

夏
休
み
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

い
き
い
き
パ
ワ
フ
ル
教
室

第
７
期
生
募
集

県
民
と
知
事
と
の
意
見
交
換
会

参
加
者
募
集

巡
回
教
育
相
談

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
を

「
女
性
相
談
・
法
律
相
談
会
」

「
増
田
盆
お
ど
り
」公
開
練
習
会

雄
物
川
会
塚
田
中
Ｂ
遺
跡　

発
掘
調
査
現
地
説
明
会

相　

談
県道横手東由利線中央公園

大塚バス停留所

県
道
野
崎
十
文
字
線

県
道
湯
沢
雄
物
川
大
森
線

雄
物
川

雄物川地域局

　
　
　

訂
正
と
お
詫
び

　

市
報
よ
こ
て
７
月
１
日
号
の
記

載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す

■
市
報
よ
こ
て
７
月
１
日
号

　

９
ペ

ジ
「
横
手
市
中
学
校
総

合
体
育
大
会　

柔
道（
女
子
）個
人

63
キ
ロ
級
」
の
伊
藤
樹
里
さ
ん
は

伊
東
樹
里
さ
ん
の
誤
り
で
し
た

・

・

う
て
な 

ゆ

　お　いで

第12回【増田地域センター主催】

「写真２人展」
　アマチュアカメラマンとして
活躍している佐藤武司さん（増
田出身）と吉川繁実さん（十文字
出身）お二人の作品を展示しま
す。
　心和む美しい自然風景の数々、
自然の偉大さや大切さを感じて
いただける作品展です。ぜひご
来場ください。
■日時　７月22日（土）～30日（日）
　午前９時～午後６時
■場所　増田ふれあいプラザ
　企画展示室
■問合せ　増田ふれあいプラザ
　  45-5556

た
か
ば
た
け

き　

ど　

 

ご   

ろ  

べ   

え  

む
ら

あ
い 

づ
か

雄物川会塚
田中Ｂ遺跡
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このページは読者の皆
さんから寄せられた声
にふれあう場です。
いろいろな声をお寄せ
ください。

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

0 1 3 8 6 0 1

POST CARD

◎ご希望のプレゼントを○で囲んでください

１．オレンジカード ２．大森ワインスパークリング

◎ご氏名

◎ご住所

電話（　　　　）　　　－　　　　

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

◎年齢／　　　　歳　　　　　◎性別／　　男　・　女

フリガナ

ESENTS PRESENTS PRESENTS PRESENTS PRESENTS PRESENTS PRESENTS PRESENTS PRESENTS PRESEN

お便りをくださった方の中から抽選で
横手市の特産品等をプレゼントします。

ふれあい
　語り合い
ふれあい
　語り合い

●大森ワインスパークリング（大森）

1986年の誕生から20周年
を迎えた大森ワインに初
めての発泡タイプが登場。
さわやかな味わいと発泡
感が心地よい大森ワイン
スパークリング１本を３
名様に。

横手市前郷字下三枚橋163

横手市役所
秘書広報課 行

※当選の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます【締め切りは平成18年8月4日（当日消印有効）】

●ＪＲ秋田支社特製オレンジカード（非売品）

「大人の休日倶楽部ミドル」会員募集中！
　大人の休日倶楽部ミドルは、会員限定のきっぷをお得な価格で
購入できるなどの特典が多数付いたクレジットカードです。例え
ば、ＪＲ東日本全線＋函館＋金沢が３日間乗り放題の「大人の休
日倶楽部会員パス」を12,000円で年に数回、期間限定で販売して
います。次回の販売開始は８月22日から（利用期間は９月22日か
ら10月１日まで）となります。
■入会条件　男性は満50歳以上64歳以下
　　　　　　女性は満50歳以上59歳以下の方
■年 会 費　2,500円（初年度は年会費無料です）

15
2006

1577
2006

【提供】メルシャン株式会社

【提供・問合せ】ＪＲ横手駅　32-4048

たより

市報よこて

Present!
読者プレゼント読者プレゼント

市
勢
の
発
展
に
市
民
の
情
熱
を

横
手 

「
横
手
が
好
き
で
や

す
！
」さ
ん 

42
歳

　

横
手
市
総
合
計
画
の
策
定
委
員
会

に
出
席
で
き
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た

新
生
横
手
の
将
来
の
た
め
の
建

設
計
画
を
練
ろ
う
と
集
ま

た
論
客

に
は

は

き
り
言

て
驚
き
ま
し

た

横
手
に

こ
れ
だ
け
の
情
熱
と

希
望
を
も

た
方
々
が
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
が
わ
か
り

私
に
と

て
は

う
れ
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た

ま

だ

ス
タ

ト
し
た
ば
か
り
の
会
で

す
が

世
界
や
全
国
に
あ
る
私
な
り

の
ネ

ト
ワ

ク
を
生
か
し
て

少

し
で
も
役
に
立
つ
よ
う
に
頑
張
り
た

い
も
の
で
す

進
行
状
況
を
お
教
え
く
だ
さ
い

横
手 

「
コ
ウ
チ

ン
」さ
ん 
67
歳

　

平
鹿
総
合
病
院
の
完
成
を
め
ざ
し

て
建
設
業
者
の
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命

頑
張

て
い
ま
す
が

完
成
は
い
つ

頃
で
引
越
し
は
い
つ
頃
で
す
か

ま

た

横
手
市
駅
前
再
開
発
計
画

見

通
し
と
工
費
は
ど
の
く
ら
い
か
か
り

費
用
の
捻
出
は
ど
こ
か
ら
出
す
の
か

教
え
て
下
さ
い

　

新
平
鹿
総
合
病
院
に
つ
い
て
は

平
成
19
年
１
月
に
完
成

４
月
に
開

院
の
予
定
で
す

横
手
駅
前
再
開
発

事
業
に
つ
い
て
は
現
在

横
手
駅
前

地
区
再
開
発
協
議
会
や
市
街
地
再
開

発
準
備
組
合
を
組
織
し
て
検
討
を
重

ね
て
い
ま
す

詳
細
に
つ
い
て
は

状
況
に
応
じ
て
市
報
等
で
お
知
ら
せ

し
て
ま
い
り
ま
す

前
向
き
に
活
用
し
よ
う

横
手　
「
Ｍ
・
Ｋ
」さ
ん　
45
歳

　

「
み
ん
な
の
登
校
日
」
に
は

い

ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が

日

頃
ど
の
よ
う
に
学
校
生
活
を
送

て

い
る
の
か

親
と
し
て
は
興
味
が
あ

り
ま
す

こ
う
い
う
機
会
が
あ
れ
ば

気
負
わ
ず
学
校
へ
入
り

子
供
達
の

様
子
を
伺
う
事
が
で
き
る
の
で

と

て
も
良
い
行
事
だ
と
思

て
い
ま
す

互
い
に
元
気
を
与
え
る
社
会
に

十
文
字 

「
韓
流
ド
ラ
マ
に
ど

ぷ

り
の
Ｔ
．
イ
ム
ニ
ダ
」
さ
ん 

60
歳

　
｢

若
者
か
ら
元
気
を
も
ら
う｣

昔

年
輩
の
人
達
か
ら
よ
く
聞
い
た

そ

の
時
は
よ
く
わ
か
ら
な
か

た
が
今

ま
さ
に
身
を
も

て
実
感
し
て
い
る

若
い
人
達
に
は
迷
惑
か
も
し
れ
な
い

が

仲
間
に
入
れ
て
欲
し
い

老
若

男
女
混
合
の
世
界
が
理
想
で
あ
る

わ
が
家
の
が
い
ち
ば
ん
！

横
手 

「
Ｔ
・
Ｉ
」
さ
ん 
62
歳

　

猫
の
額
ど
こ
ろ
か

ね
ず
み
の
額

ほ
ど
の
あ
ま
り
日
の
あ
た
ら
な
い
土

地
の
角

こ
に

な
す
・
ト
マ
ト
・

き

う
り
な
ど

10
種
類
程
の
野
菜

を
植
え
て
い
ま
す

早
朝
の
ウ

キ
ン
グ
の
後

そ
の
野
菜
の
成
長
を

見
る
の
が
私
の
日
課
で
す

年
寄
り

二
人
の
食
卓
に
の
ぼ
る
の
は
い
つ
の

こ
と
や
ら

ス

パ

で
も
安
値
で

売

て
ま
す
が

わ
が
家
の
が
一
番

で
す
！

友
達
は
大
切　

多
く
の
友
を

横
手　
「
ば
あ
ば
」さ
ん　
50
歳

　

家
族
と
は
別
に

友
達
と
温
泉
や

山
菜
採
り
と

休
み
に
合
わ
せ
て
は

出
か
け
る
事
を
知

た
私
で
す

山

で
お
に
ぎ
り

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ

熊
も
驚
く
ほ
ど

悩
み
も
何
も
吹

飛
ぶ
く
ら
い
い
い
気
持
ち
で
す

汗

を
か
き

食
べ
れ
る
物
は
何
で
も
採

て
は
大
笑
い

仕
事
の
事
も
家
庭

の
事
も
忘
れ
ら
れ
る

マ
イ
ナ
ス
イ

オ
ン
い

ぱ
い
の
山
は
す
ば
ら
し
い

主
人
に
は
す
み
ま
せ
ん
が

友
達
と

行
く
と
楽
し
い
で
す

健
康
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
る
感
動

十
文
字　

田
中
キ
ミ
子
さ
ん

　

先
日

田
沢
湖
芸
術
村
の
ミ

ジ
カ
ル
「
義
経
」
と

み
ち
の
く
小

京
都
角
館
の
武
家
屋
敷
平
福
記
念
美

術
館

樺
細
工
伝
承
館
と
見
学
し
て

来
ま
し
た

69
歳
に
な
り
初
め
て
の

事

秋
田
に
も
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し

い
所
が
あ
る
ん
だ
と
感
動
の
２
日
間

健
康
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
事
の
楽

し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た

機
会
が
あ

た
ら
ま
た
出
か
け
て
み
た
い
場
所

だ
と
思
い
ま
し
た

小
さ
な
苗
が
生
む
喜
び

大
雄　
「
Ｍ
・
Ｓ
」さ
ん　
53
歳

　

昨
年
秋
に
譲
り
受
け
た
つ
り
が
ね

草
の
苗
が

６
月
に
見
事
に
咲
き
ま

し
た

う
れ
し
さ
と

畑
に
お
い
て

い
て
は
も

た
い
な
い
と

知
人
に

お
す
そ
分
け
し
ま
し
た

思
い
の
他

喜
ば
れ

別
の
花
の
苗
を
い
た
だ
い

た
り
と
持
参
し
た
私
の
方
が
大
変
う

れ
し
い
思
い
で
し
た

来
年
も
喜
ば

れ

自
分
も
喜
び
た
い

こ
れ
も
苗

と
健
康
が
あ
れ
ば
こ
そ

初
め
て
の
大
森
町

潟
上
市　
「
Ｍ
・
Ｏ
」さ
ん　
30
歳

　

テ
レ
ビ
で
大
森
町
の
芝
桜
の
中
継

を
見
て

行

て
み
た
く
な
り

家

族
で
ド
ラ
イ
ブ
し
な
が
ら
行

て
来

ま
し
た

初
め
て
の
大
森
町
だ

た

の
で
す
が

温
泉
も
あ
り

公
園
も

あ
り

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も
楽
し
め

る
と
て
も
い
い
と
こ
ろ
で
し
た

芝

桜
フ

ス
タ
の
お
か
げ
で
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た

我
が
子
の
成
長
と
重
ね
合
わ
せ
て

横
手 

「
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
」さ
ん 

48
歳

　

子
供
の
誕
生
で
市
か
ら
も
ら

た

梅
の
木
も
20
年
経
ち

今
頃
に
な
る

と
梅
の
実
を
つ
け
梅
酒
作
り
が
は
じ

ま
り
ま
す

今
年
は

枝
が
雪
の
た

め
に
折
れ
て
し
ま
い

ダ
メ
か
と
思

い
ま
し
た
が

わ
ず
か
な
枝
に
花
が

咲
き

実
も
な
り
ま
し
た

こ
ん
な

に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
も
頑
張
る
梅

の
木
を
見
な
が
ら

埼
玉
で
働
い
て

い
る
我
が
子
を
思
う
こ
の
頃
で
す

ゴ
ミ
袋
は
統
一
さ
れ
ま
す
か

増
田 

「
増
田
に
も
い
た
聖
司
の
母
」さ
ん 

47
歳

　

合
併
し
て
以
来

と
て
も
期
待
し

て
い
た
事
が
あ
り
ま
す

そ
れ
は
ゴ

ミ
袋
の
統
一
で
す

現
在
は
居
住
す

る
地
域
で
し
か
購
入
で
き
ず

大
き

さ
も
バ
ラ
バ
ラ
で
す

新
市
と
し
て

税
金
等
は
統
一
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
が

ゴ
ミ
袋
の
統
一
は
果
た

し
て
あ
る
の
で
し

う
か

仕
事
で

地
元
商
店
が
開
い
て
い
る
時
間
に
帰

れ
な
く

遠
い
コ
ン
ビ
ニ
ま
で
買
い

に
行
く
度
に
同
じ
事
を
思
い
ま
す

　

ゴ
ミ
の
収
集
制
度
は

平
成
19
年

４
月
か
ら
統
一
化
す
る
方
向
で
準
備

を
進
め
て
お
り

ゴ
ミ
袋
も
新
し
い

指
定
袋
に
変
わ
り
ま
す

詳
し
く
は

市
報
６
月
１
日
号
13
ペ

ジ
の
く
ら

し
の
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い

環
境
・
安
全
と
も
に
配
慮
を

平
鹿 

「
も

た
い
な
い
マ
マ
」さ
ん 

43
歳

　

ず

と
前
か
ら
思

て
い
た
事
で

す
が

日
中
に
横
手
市
内
を
車
で
走

る
と
街
灯
が
明
々
と
点
灯
し
て
い
る

の
を
見
か
け
ま
す

大
変
も

た
い

な
い
で
す

ソ

ラ

電
池
で
つ
い

て
い
て
も

必
要
以
上
の
暗
さ
で
点

灯
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す

ま
た

点
灯
さ
れ
な
い
街
灯
も
多
く
あ
る
の

で

夜
道
を
歩
く
子
供
達
に
安
全
し

て
歩
け
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す

消
防
士
の
姿
に
期
待
と
感
動

十
文
字　
「
Ｋ
・
Ｏ
」さ
ん　
39

歳

　

前
回
の
特
集

横
手
消
防
24
時

い
つ
お
世
話
に
な
る
か
か
わ
か
り
ま

せ
ん
し

24
時
間
３
６
５
日

市
民

の
た
め
に
頑
張

て
い
る
姿
に
と
て

も
感
動
し
ま
し
た

市
報
発
行
回
数
に
つ
い
て

神
奈
川
県　
「
歌
姫
」さ
ん　
67

歳

　

市
報
を
毎
月
２
冊
送

て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が

こ
れ
だ
け
編
集
し

て
ま
と
め
る
の
は
大
変
と
思
い
ま
す

他
の
市
の
例
も
調
査
し
て

も
う
少

し
簡
略
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
い
か

が
で
し

う
か

　

合
併
前
の
サ

ビ
ス
を
可
能
な
限

り
維
持
す
る
た
め
現
在
の
発
行
体
制

を
と

て
い
ま
す
が

先
般
実
施
し

た
広
報
モ
ニ
タ

を
は
じ
め

た
く

さ
ん
の
方
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す

そ
こ
で
市
で
は

広
報

委
員
会
を
開
催
し

他
市
の
例
な
ど

も
参
考
に
し
な
が
ら
今
後
の
広
報
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す

ＪＲの自動券売機でご利
用いただけるオレンジカ
ード。五能線クルージン
グトレイン「リゾートし
らかみ」の「青池」と
「　」が描かれたカード
（非売品）を５名様に。

あおいけ

ぶな
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◎お便りをお寄せください。

◆
話
題
の
超
神
ネ
イ
ガ

待
望
の
取
材
が
回

て
き
た

子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん

大
人

も
楽
し
め
る
内
容

方
言
丸

出
し
の
会
話
に
カ
メ
ラ
片
手

に
大
笑
い

シ

の
前
に

は
ク
イ
ズ
大
会
「
ネ
イ
ガ

の
バ
イ
ク
の
パ
ワ

は
？
」

答
え
は
「
10
万
ぶ
り
こ
パ
ワ

」

一
番
ウ
ケ
た
（
卓
）

◆
突
然
フ

ル
ム
カ
メ
ラ
で

写
真
を
撮
り
た
く
な
り

ぶ

ら

と
出
か
け
た
の
で
す
が

結
局
フ

ル
ム
は
ほ

た
ら

か
し
に
「
現
像
ま
で
の
緊
張

感
が
デ
ジ
タ
ル
に
は
な
い
魅

力
」
と
は
よ
く
言

た
も
の

ず
ぼ
ら
な
性
格
の
お
か
げ
で

も
う
し
ば
ら
く
そ
の
魅
力
が

味
わ
え
そ
う
で
す
（
孝
春
）

　市報よこてでは、市内業者の皆さんへ「読者プレ
ゼント」へのご協賛をお願いしています。
　横手市内にあるたくさんの特産品や名産品を市報
を通して市民の皆さんに知っていただくと共に、市
内全世帯に配布される広報紙を活用した商品の宣伝
に、ぜひ市報よこてをご活用ください。
■連絡先　秘書広報課：広報広聴担当（　35－2162）

◆
ま
も
な
く
６
か
月
の
娘
が

や

と
寝
返
り
を
打
て
る
よ

う
に
な

た

健
康
に
育

て
い
る
の
は
い
い
け
れ
ど

少
し
太

て
き
た

娘
の
体

重
に
比
例
し
て
私
の
体
重
も

増
え
る
一
方

息
子
に
ま

で
デ
ブ
と
言
わ
れ
る
始
末

本
格
的
に
ダ
イ
エ

ト
に
取

り
組
ま
な
い
と

（
克
彦
）

◆
先
日

十
文
字
産
の
さ
く

ら
ん
ぼ
を
買
い
に
直
売
所
へ

沿
道
に
は
数
多
く
の
露
店
が

並
び

さ
く
ら
ん
ぼ
の
粒
の

大
き
さ
や
甘
さ
な
ど
が
そ
れ

ぞ
れ
違
う
と
の
こ
と

生
産

者
の
方
と
直
接
話
し
な
が
ら

味
わ
う
さ
く
ら
ん
ぼ
の
甘
さ

に
初
夏
の
訪
れ
を
感
じ
て
き

ま
し
た
　
　
　
（
小
百
合
）

編
集
後
記

編
集
後
記

読者プレゼントにご協力を

宮
川　

文
子
さ
ん（
50
歳
）

大
森
地
域

鹿児島県西之表市出身。父・母・夫・
長女・次女・孫の７人家族。

　

文
子
さ
ん
は

鹿
児
島
県
西
之
表
市

の
出
身

高
校
卒
業
後
就
職
し
た
愛
知

県
の
会
社
で

出
稼
ぎ
に
来
た
夫
の
秀

也
さ
ん
と
知
り
合
い

３
年
の
遠
距
離

恋
愛
を
経
て
21
歳
の
時

大
森
町
で
結

婚

今
年
で
28
年
目
に
な
り
ま
す

　

「
横
手
に
嫁
い
で
来
た
の
は
２
月

雪
が
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
ね

方
言

は

愛
知
県
の
会
社
に
大
森
の
方
が
何

人
も
出
稼
ぎ
に
来
て
い
た
し

結
婚
前

に
夫
が
方
言
の
本
を
買

て
く
れ
た
の

で

す
ぐ
に
秋
田
弁
に
な
り
ま
し
た

実
家
も
農
家
で
し
た
し

離
れ
た
土
地

に
来
て
も

戸
惑
う
こ
と
な
く
す
ぐ
に

馴
染
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
」
と
話
す

気
さ
く
で
明
る
い
文
子
さ
ん

　

「
実
家
の
方
で
は

長
男
の
結
婚
を

機
に
親
は
母
屋
を
譲
り
敷
地
内
に
別
棟

を
建
て
隠
居
所
と
し
て
移
り
住
み

独

立
し
た
生
計
を
営
む
風
習
が
あ
り
ま
す

　

こ
ち
ら
で
は
同
居
が
普
通

子
ど
も

の
面
倒
も
見
て
も
ら
い
ま
し
た
し

私

も

い
つ
も
好
き
な
こ
と
を
言
い
合

て
実
の
親
子
の
よ
う
に
接
し
て
大
事
に

し
て
も
ら
い
ま
し
た

と
に
か
く
家
族

親
戚

友
人
な
ど
周
り
の
人
た
ち
に
恵

ま
れ
ま
し
た

み
ん
な
親
切
で

支
え

ら
れ
助
け
ら
れ
て
い
ま
す

　

今
は

山
菜
を
採
る
の
が
大
好
き

風
景
が
き
れ
い
で

ス
ト
レ
ス
解
消
に

も
な
る

春
が
待
ち
遠
し
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
た
文
子
さ
ん

横
手
の
生

活
を
エ
ン
ジ

イ
し
て
い
る
よ
う
で
す

九州本土最南端の佐多
岬から南東方向約40km、
鉄砲伝来の地として知
られる種子島の北部と
馬毛島からなる西之表
市。山地・台地が多く
温暖気候に近い亜熱帯
性気候の土地です。

鹿児島県

西之表市
鹿児島県

種子島
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たくみ
TAKUMI

昭和26年生まれ。15歳で
畳作りへの道へ入る。修
行を重ね、25歳で大黒屋
畳店４代目当主に。平成
元年には東北６県畳工技
能競技大会（１級の部）で
優勝。確かな技術で、日
本の文化である「畳」を
作り続けている。

大黒屋和幸さん（54歳・平鹿）

畳職人【其の九】

　い草の匂いがたちこめる作業場。
畳床へのござ張り、縁つけ。畳が
敷かれる空間をイメージしながら
１枚１枚、丁寧に仕上げていく。
「昔は床づくりから張りまですべ
て手作り。一日に６枚作れれば一
人前と言われていた。今は機械化
と畳床の材質が変わったため、一
日に12枚は作れるようになったが、
機械では出来ない部分もある。手
作りの場所こそ腕の見せ所だ」　
　15歳で畳作りの道へ。以来40年、
畳一筋の人生を歩んできた。生活
様式の変化、主流となる洋風の家
づくり。畳の需要はあきらかに減
少しているが、畳の持つ独自の風
合いや良さを求め、昔ながらのワ
ラ床を使用した総手作りの畳を注
文する客も少なくないと言う。
「居間、客間、寝室など１つの部
屋をいくつもの用途に使えるのが
和室の良さ。今一度和室の良さ、
日本の文化でもある畳の良さを見
直してほしい」
　「癒し」という言葉には「和」
の文字が良く似合う。そしてその
「和」の空間にかかせないのが畳。
巧は自らの作品で、その文化を後
世に伝えていく。

４代続く畳作り
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